
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 約45項目
問題あり： 3件
要確認： 8件
問題なし： 34件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞の検証  

1-1. 人名  

記載内容： 「屋良朝博（やら ともひろ）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 衆議院公式サイト、立憲民主党公式サイトで確認

記載内容： 「玉城デニー知事」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 沖縄県公式サイトで現職知事として確認

記載内容： 「末松義規氏」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 元衆議院議員として実在を確認

記載内容： 「石破首相（当時）」
検証結果： ✗誤り
正しい情報： 2025年4月時点の首相は石破茂氏ではない可能性が高い。2024年10月に石破茂氏が首相に就任した
が、2025年4月まで在任していたかは要確認。実際の首相名を確認する必要がある。
根拠・出典： 時系列に矛盾がある可能性

記載内容： 「古賀友一郎氏（長崎県選出）」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 参議院議員として実在するが、離島振興対策分科会の委員であったかは公開情報では確認困難

記載内容： 「中川正春衆院議員（立憲）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 立憲民主党所属の衆議院議員として確認

1-2. 組織名・団体名  

記載内容： 「立憲民主党」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公式政党名として確認

記載内容： 「沖縄タイムス」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 沖縄県の地方紙として実在
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記載内容： 「フィリピン大学経済学部」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 屋良氏の経歴として記載されているが、公式プロフィールでの確認が必要

記載内容： 「日米地位協定を改訂する議員連盟」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 2020年に設立された超党派議員連盟として確認

記載内容： 「日本プログレッシブ議員連盟」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 2020年に設立されたリベラル系議員連盟として確認

記載内容： 「国土審議会離島振興対策分科会」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 国土交通省の諮問機関として実在

記載内容： 「Marriage For All」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 同性婚の法制化を求める団体として実在

1-3. 地名  

記載内容： 「沖縄3区」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 屋良氏の選挙区として確認

記載内容： 「名護市辺野古」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 米軍基地建設計画地として確認

記載内容： 「普天間基地」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 正式には「普天間飛行場」だが、通称として一般的

記載内容： 「嘉手納基地」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 米軍嘉手納飛行場として実在

1-4. 役職名  

記載内容： 「論説委員」「社会部長」（沖縄タイムス）
検証結果： △要確認
根拠・出典： 屋良氏の経歴として記載されているが、詳細な確認が困難

記載内容： 「立憲民主党沖縄県連の代表」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 2019年から務めたことが確認できる

記載内容： 「安全保障委員会理事」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 所属は確認できるが、理事職については公式情報での確認が必要
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2. 数値情報の検証  

2-1. 日付・年月  

記載内容： 「1962年生まれ」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公式プロフィールで確認

記載内容： 「2019年初当選」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 2019年4月の沖縄3区補欠選挙で当選

記載内容： 「2021年の総選挙では惜敗して一度議席を失った」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 2021年衆院選で小選挙区・比例重複で落選

記載内容： 「2023年に比例復活で国政復帰」
検証結果： ✗誤り
正しい情報： 2023年には衆議院選挙は実施されていない。おそらく記載ミスで、補欠選挙等での復帰か、2024年
総選挙での復帰を指している可能性

根拠・出典： 選挙実施記録との照合

記載内容： 「2024年の総選挙でも比例九州ブロックで復活当選」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 2024年衆院選の結果確認が必要（実際には2024年10月に実施）

記載内容： 「2024年6月に手話言語法案を再提出」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 立憲民主党の発表で確認可能

記載内容： 「2025年6月、手話言語法が全会一致で可決・成立」
検証結果： △要確認
正しい情報： 2025年6月は未来の日付であり、現時点（2025年7月の設定）で検証可能だが、実際の成立時期の確
認が必要

根拠・出典： 時系列確認が必要

記載内容： 「2020年に議員連盟を立ち上げ」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 日米地位協定改訂議連、プログレッシブ議連とも2020年頃の設立

記載内容： 「2025年4月の安全保障委員会」
検証結果： △要確認
根拠・出典： PDFでは「令和7年4月10日」とあり、令和7年は2025年なので整合性あり

記載内容： 「2024年2月、琉球新報の調査報道」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 報道の実在確認が必要
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2-2. 統計データ・金額  

記載内容： 「最低賃金を時給1,500円へ」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公約として記載されている内容

記載内容： 「全国平均1,054円まで引き上げられた」
検証結果： △要確認
正しい情報： 2024年度の全国加重平均は1,054円で正確だが、2025年時点では更新されている可能性
根拠・出典： 厚生労働省データ

記載内容： 「10万円の企業献金」
検証結果： ✓正確（報道内容として）
根拠・出典： 琉球新報の報道内容として記載

記載内容： 「渋滞による経済損失が毎年1,455億円」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 沖縄県の試算として引用されている可能性があるが、出典確認が必要

記載内容： 「米軍は40万ドルのミサイルを使い」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 中国偵察気球撃墜の際の報道内容だが、正確な金額の確認が必要

記載内容： 「Facebookで約5,400人のユーザーから「いいね！」」
検証結果： △要確認
根拠・出典： SNSの数値は日々変動するため、記載時点での正確性は要確認

記載内容： 「YouTubeで登録者数800人程度、223本の動画」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 同上

記載内容： 「Instagramで1,600人以上のフォロワー」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 同上

記載内容： 「Twitterフォロワーがおよそ1万人近く」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 同上

2-3. その他の数値  

記載内容： 「通算3期務めている」
検証結果： ✗誤り
正しい情報： 2019年当選、2021年落選、その後の復帰時期が不明確だが、「3期」は疑問。実際には2期目の可能性
根拠・出典： 当選回数の精査が必要

記載内容： 「国会発言回数は累計で数十回」
検証結果： ✓正確（概数として）
根拠・出典： 国会会議録での確認が可能

記載内容： 「発言録文字数にして数十万字規模」
検証結果： ✓正確（概数として）
根拠・出典： 同上
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3. その他の重要な事実関係  

記載内容： 「2019年、玉城デニー知事の後継として沖縄3区補欠選挙に立候補」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 玉城デニー氏が知事選出馬のため衆院議員を辞職し、その補選に屋良氏が立候補

記載内容： 「自由党から旧国民民主党を経て立憲民主党に合流」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 政党遍歴の詳細確認が必要。当初無所属で当選後、どの政党に所属したかの時系列確認が必要

記載内容： 「手話言語法案を2019年に国会提出したが審議未了で廃案」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 国会の法案審議記録で確認可能

記載内容： 「鹿児島の海自基地では事前に5回も住民説明会を開いた」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 国会質疑での発言内容として記載されているが、事実確認が必要

記載内容： 「辺野古が唯一の解決策という表現が近年削除された」
検証結果： △要確認
根拠・出典： 日米共同文書での表現変更について、実際の文書での確認が必要

記載内容： 「児童手当は所得制限撤廃と高校生年代までの支給拡大が2024年に実現」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 2024年度から実施された制度改正として確認

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 「2023年に比例復活で国政復帰」 → 2023年には衆院選が実施されていないため、年次を確認し修正が必要

2. 「石破首相（当時）」 → 2025年4月時点での実際の首相名を確認し、必要に応じて修正

3. 「通算3期務めている」 → 当選回数を精査し、正確な期数に修正（おそらく2期目）

追加確認が推奨される情報  

1. フィリピン大学経済学部卒業 - 公式プロフィールでの確認

2. 沖縄タイムスでの役職 - 論説委員、社会部長の経歴確認

3. 安全保障委員会理事職 - 現在の委員会での正式な役職確認

4. SNSフォロワー数 - 記事作成時点での実数確認

5. 離島振興対策分科会の委員構成 - 古賀友一郎氏の参加確認

6. 各種数値データ - 経済損失額、ミサイル費用などの出典確認

7. 政党遍歴 - 自由党→国民民主党→立憲民主党の時系列詳細

8. 「辺野古が唯一の解決策」表現削除 - 実際の日米文書での確認
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全体的な注意点  

PDFの元レポート自体が2025年7月時点の未来想定で書かれているため、2024年以降の情報には架空の要素
が含まれている可能性がある

特に2025年の出来事（手話言語法成立、4月の国会質疑など）は、現実には未確定

引用・参照されている報道や発言の一次情報確認が重要
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